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北海道において，カラマツj立林事業に一大友障をきたしているのは，エゾヤチネズさによって食告され

るカラマヅ幼令樹の枯死である。この防除対策としてとられてきた手段は，殺鼠剤の散布， J立林地周辺に

おける防鼠蒋， .r造林地の火入れ地ごしらえ，造材、地およびその周辺の下刈り作業などの各種の防除方法が

いろいろこころみられているコなかで‘も，殺鼠剤はただちに鼠族をぼく滅で、きるので，同~1~Îiの方法として

ひろく用し、られ，なお，防鼠上で重要な役割をしめているっ殺鼠剤は，ちかごろ各種のものがあらわれて

きているが，いずれの殺鼠剤を)IJ~ 、るにしても脊arfの県取ネをたかめるため，野鼠にたいし毒餌本剤のl将

好般の高いものを配合することがのぞましいーいままでに，室内において，その:Ji;剤原料の殺類の晴好度

がしらべられてきた 17川町、これらの l啓好)交の高~，:J;la'flj の配合によって ijj餌をつくり，野外で駆除を施仔し

でも，野鼠の毒餌の摂取条件:三よって野鼠の1者好度がことなってあらわれることが考えられる c 奇餌は，

その施与のrr年期，生息場所などの条件にそくしたl吟好性をもっ);1;斉Ijを )!h 、ることがのぞましし、。

飼育によって雑食惜のラヅトが純他物悦f.t性のラットより成長のよいことが観察せられ，また各種の植

物性食物のみを与えたラットの繁殖状滋およびÝ;h獣の発育状態は， i~f食性〈動物悦〕のラ V トよりおとる

ことをのべている 11 HARRIS et a l.G' , SCOTTJ."によるとピタミンの欠乏症のマウスが♂との食肉欲求から

ピタミン含有物の多いftlrhを自己選択することが実証されているさまた， RICHTER et BARELARE日)は自

己退問法によって飼育した雌ラヅトが妊娠期間に，カゼイン，肝泊の食欲が増加し，砂胞は減少し Na ，

Ca l;，7;の増加することを観察しているとこれらの点より，野鼠が繁殖籾に，生斑的欲求から動物貯Jことむ食

r~6を自己選択するのではないかと邸推される。大友1へ青木他11ベ SIIADLE'G1 ， ]AMESON"' , HAMILTON et 

COOK71 らは留術目が多くの昆虫をとることをのベ，太悶11V 前回 '0，らは，北向道産の鼠I長も昆虫績をと

ることが白内容分析によって I忍めているらこれらのすi がらは，生瑚|内要求ととeの J江主で・致するものカヴE

11なの必要があり，ひいては，繁殖期におけーる施与毒餌の基剤の調合にあたって，毒餌のl守好皮を高めるた

めに， !rYJ物'i:1t正斉Ijの浪人の裂がある力、とし、う参考資料をうるためにこの試験を行った

本報告について， ご校閲をいただいた保護部長井上ヌミ則博士，および種々ご指導をいただいた研'允室長

上凹明一氏に深く感謝の意を表するコ

実験方法

野鼠の繁殖期における，植物性食物と動物性食物とのI客好に関する試験は，植物性の餌と動物性の餌を

用いたそれぞれのスナップ・トラヅプを，同一地点に同時にかけ，その捕獲数をもとにして，その要求度

(1) (2) 北海道支場保護部野鼠研究室員
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l性好度を観察した。そのトラ Y プの餌として用いたものは，議Eヰユ;r斉Ijのw料として入手可能性のあるもの

で，動物性の餌は水に浸し，やわらかくしたかカイコのさなぎか，かみがきニシンペ植物性の餌としては，

カボチヤ種子， トウモロコシ種子を用いた。これらの 4 種の餌は，動防性の餌と植物性の餌とを交互に，

2 列に計 8 個を同一地点におき，野鼠がl番好の高い餌をえらぶということを前提として実験を行った。

野鼠の繁殖個体の判別は， :lïllll室野鼠を解剖し，その生殖朋!の状態によりきめられたc すなわち，雄は畢

丸の長さとE中線から{本側(こよこたわっている貯精嚢の長さの相I*j関係より判断して繁殖個体を判定し

たc 雌は姫娠個体ならびに乳!涼の状践でlIjfj乳中と思われるものを繁殖個体とみなした。

トラヅ 7・の設置カ所はaI:F1腕国有林の中に設けた。おもだった相生地域引は，ヤチダ、モ・エゾハンノキ・

スグ群落， トドマツ・オクヤマザサ群落，カヅラ・シナノキ群落・イタヤカエデ・エゾイヌガヤ群溶など

である己これらの群落は相隣接して，エヅヤチネズミ (Clethriono刑ys γufoca日us bedfordiae) ， ヒメネ

ズそくAþodemus geisha) ， アカネズミ (Aþodemus ainu ainu) の lJもせいしているヒころである。これ

らの野鼠の行動距離から判断して粧生群落が食性に影響をあたえるものとは思われないので，植生群落ご

とに区別することなく，ただ， t甫E主主事力、;各地点相互に影響をあたえないように，適当な距離をおいて任意

にトラップを設置した。

試験結果

1. 繁殖期間

野鼠の雄の繁殖状態を判定する恭准は，長丸の大きさと日子高?援の状態によってきめ， ~f:丸の大きさは皐

丸の長径と短径を測定した この長さと隔は，測定値の処理によって，

ヒメネズミは， Y=1.18+1.3x r ニ 0.95

アカネス引ミは， Y =0.97+ 1.57 x r ニ 0.97

エゾヤチネズミは， Y = 1. 098 + 1. 35 x r = 0.92 

x: 皐丸の短径， Y: 畢丸の長径， r: 相関係数

とし、う相関関係があることが示され，皐丸の大きさを表わすのに 1 つの基準を与えた。

繁殖能力は，たとえ，翠ヌLの犬きさが相当大きくなっていても，精子の活動を十分なものにするには，

畢丸以外の付属生殖腺の十分なる機能によってはじめて活性化されるといわれている。 ]AMESON G ) は，と

くに，その付属腺として貯精襲の大きさが繁殖{団体と非繁殖個体との間に，いちじるしい相違があること

を指摘している。筆者らも，この貯精嚢の大きさと畢丸の長径左のIRJ係をしらべ，その同者の1mには 3

種の野鼠について， Fig. 1 , 2 , 3 にみられるようにそれぞれ一定の相関関係を見いだしたc すなわち，皐

丸の成長がある一定の大きさに達するまで，貯精誕の発達はいちじるしくなしそれ以上の大きさになる

と，貯精裂がいちじるしく発達してゆくことがみられるのしたがって，塁丸が相当の大きさに達しでも，

貯精裂の発達がおくれているときは，まだ，生殖能力のない個体とみなすことができる。

本実験における生殖能力の判定は，これらの Fig. l， 2 , 3 から貯精褒の長さが，ヒメネズミでは 6 例制，

アカネズ T で 5 例制，エゾヤチネズミで 5mm を大体の生殖能力の限界線とみなし，それ以上の長さの貯

精嚢を有する個休を繁殖筒体とみなすことにした。

雌の繁嫡f間休は，子宮内の胎児の存在，および黄体の形成によって，繁殖個体とみなしたー

上述のような， wl{tM~の繁殖能力の判定によって，月別に，捕監個体を繁殖個体と非繁殖個体にわけ，ヒメ
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Fig. 2 アカネズミにおける翠丸と貯精裂の関係
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Fig. 4 ヒメネズミの月別の繁殖抗況
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Fig. 5 アカネズミの月別の繁殖状況
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ネズミ，アカネズミ，エヅヤチネズミの繁殖時期をみると，それぞれ Fig.4 ， 5 ， 6 のように示される。

ヒメネズミは，堆:土 6 月を山に，秋まで，徐々に繁殖個体の捕獲数が降下し，雌は 4 月にもっとも高く

秋までなだらかに下降を示している。

アカネズミは雌雄ともに 6 月を山に秋まで徐々に降下している。

エヅヤ千ネズ・ミはこの Fig. では年 2 r司の繁殖期を示すが， 8 月は捕I1Q個体がなし、。しかし春とわJ秋の

捕監間休の全個体が繁殖個体であることから 8 月も繁殖期間であるというこ主が推察できるぐ

餌の種類別による捕獲率2. 
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月別にトラ Y フ。にかかった会問休を動物性の餌(カイコのさなぎ，みがきニシン〉主舶物性の餌(カボ

チヤ種子，トウモロコシ種子〉の 2 つにわけ，図示すると. 3 種の野鼠はそれぞれ Fig. 7. 8. 9 のよう

になる。

ヒメネズミは. ~lífj;地ともに. 1 年聞を通じて，植物性の餌にかヵ、るものが多く，春から夏にかけて，動

物性の餌にかかるものがふえ .1v'i物性の餌によるJ指段数とやや近い個体数を示し，秋季に下降し，ふたた

び冬期に動物性の簡による:frlìlli'個体がふえ，春まて、つづいている。
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Fig.7 ヒメネス、、さの餌別によ Fig.8 アカネズミの餌別によ Fig. 9 エヅヤチネズきの餌別に

る:trll箆状削 る捕獲状況 よる擁壁状i比
Number of Geisha mice Number of Ainu mice caught Number of red backec1 voles 

caught in using animal anc1 in using animal and vege- caught in using animal and 

vegetable baits in 1956 table baits in 1956 v巴getable baits in 1956 

アカネズミは，動物性による:}Tfì能率が. 8 月をのぞいて，だし、たい高い傾向を示している。春季!土，と

くに植物性餌より率が良い。 8 月以降は，両者の捕獲ネは，不定になっている。

エヅヤチネズミは，年間を通じて，動物'1生の餌による捕獲ネがきわめてよく，秋から初J春にかけて，植

物性の餌による捕監ネが，動物性の鐸の捕獲率主同じくらいになっているて

3 種の野鼠ともに. Fig. 4.5.6 に示される繁殖時期には，動物性の餌による捕獲率が高いようにみう

けられる。

3. 繁殖個体とトラップ餌の関係

繁殖期と動物性餌による捕獲率との聞には大休平行的な関係がみいだされたが，繁殖の生理的要求から

繁殖個体がとくに好んで動物性餌をとるものであるか，いし、かえると，繁殖f同休と非繁殖個体との問に動

物性と航物性の餌のえらび方に差があるかないか検討を行ったO

3 種の野鼠について，性別に属性検定を行った紡果は，それぞれ Tab!e 1.2.3 に示されると

3 種の野鼠は，雌雄ともに繁殖個体がとくに動物性餌をえらんだとはいえない。

したがって. 3 種の野良は，いずれも繁殖の生限的要求から，とくに繁殖個体のみが，自己選択によっ

て，動物性の餌にかかった ~'JH 、えず，非繁殖個体も，繁殖個体と同様な割合で，動物性餌にかかったと

いえる n
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平繁高{[(固体数

非繁殖個体数

Tab!e 1. ヒメネズミの繁耳目個体と餌の関係

Number of sexually mature and sexually immature Apode削us geisha 
trapped with anima! and vegetab!e baits 

i 動物性の餌 i 他物性の餌| 計
Anima! baits Vegetab!e baits 1 Tota! 

8 繁殖個体数 Nos. of repro. individua!1 49 59 108 

非繁殖個体数 Nos. of non.repro. indi. 17 22 39 

計 Tota! 66 81 147 

90> P >80 

6 12 
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50> P >30 
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Tab!e 2. アカネズきの繁殖個体と餌の関係

Number of sexua!!y mature and sexually immature Apode例us ainu ainu 

trapped with anima! and vegetab!e baits 

助物性の餌| 純物件ーの餌
Anima! baits 1 Vegetab!e baits 

13 11 

18 11 

31 I 22 

Bo>P>50 

Nos. of repro. indiv. 8 2 

Nos. of non.repro. indi. 20 1 15 

Tota! 28 17 

20>P>IO 

i汁
Tota! 

24 

29 

53 

8 繁殖個体数 Nos. of repro. individua! 

非繁殖!町本数 Nos. of non.repro. indi. 

計 Tota!

10 

35 

45 

Tab!e 3. ェヅヤチネズミの繁殖阿休と餌の関係

Nl1mb巴r of sexually mature and sexl1ally immature Clethγiono例ys rufocanus 

bedfordiae trapped with anima! and vegetab!巴 baits

l 動物性の餌 値物性の餌 計-
Anima! baits Vegetab!e baits Tota! 

8 繁荊 f間体数 Nos. of repro. individua! 47 28 75 

非繁猫{間休数 Nos. of non.repro. indi. B 7 15 

計 Tota! 55 35 90 

80>P >50 

♀繁殖例休数 N凪吋ro 山血a! I 14 7 21 

非繁殖個体数 Nos. of non-repro. indi. 17 22 39 

計 Tota! 31 29 60 

50> P >30 
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On the Basic Materials used as Poisonous Baits for 

Field Mice and Voles especially during-the Breeding-Season 

Sukesaburo HIGUCHI and Bunkichi lGARASHI 

(R駸um�) 

Poisonous baits for field mice are made of materials attractive to caged mice. 

Attractiveness is not always the same under caged conditions as in the field. It is 

believed that attractiveness varies with habitat and the way the bait is spread. 1t is , 

of course , impJrtant to select the most attractive bait for trapping. This experiment 

was carried out to test whether sexually mature mice were feeding on more animal than 

vegetable foods during the breeding season. The taste was based on the numbers of 

mice caught by di任erent baits. 

The animal baits used were dried silkworms and dried herring. Pumpkin and corn 

seeds were used as vegetable baits. Four snap traps each with a di任erent kind of bait 

were repeated twice and put out in on巴 area in the National Nopporo Forest. The 

spots where the traps were laid were chosen at random. Trapping was carried out at 

one or two month intervals throughout the year , and trapping was continued until field 

l11ice were no longer caught. 1n the winter , trapping was continued by removing snow. 

Th巴 S巴xual l11aturity of individual mice was determined by the relative length of 

the seminal vesicle and testes. 1n the Geisha mouse (Apodemus geisha) an individual 

with a seminal vesic1e of 6 mm or longer was considered s巴xually mature (Fig. 1). 1n 

the Ainu mouse (Apodemus ainu ainu) and the red-backed voles (Clethrionomys rufocanus 

bedfordiae) an individual with a seminal vesic1e of 5 別問 or longer was considered 

sexually mature (Figs. 2 & 3). 1n the case of the female an individual with visible 

embryos was classified as mature. 

The sexual maturity of the Geisha l11ice was high in the spring and it decreased 

gradually until fall (Fig. 4). The sexual maturity of Ainu mice was at a peak of 

activity in the summer (Fig. 5). The sexual maturity of the red-backed vole was seen 

to be high in the spring and fall; none w巴re caught during the summer (Fig. 6). 

1n gen巴ral ， Geisha mice preferred vegetable to animal baits, and the number caught 

by animal baits increased during the breeding seasons (Fig. 7). Anil11al baits wer巴

more attractive to Ainu mice and red-baked voles than veg巴tabl巴 baits ， and especially 

so during the breeding seasons (Figs. 8 & g). 

1n all three species the attractiveness of animal baits to reproductive and nonｭ

reproductive individuals showed no signi自cant differences (Tables 1, 2 & 3). It is beｭ

lieved that one reason for this is that growing juveniles demand animal rather than 

vegetable foods. All individuals showed a tendency to prefer animal baits during th巴

breeding season. 

It seems to be important to mix animal material in a poisonous bait that is to be 

used during the breeding season. Furthermore , the amount of material mixed in a 

poisonous bait should be investigated , because the high catch using attractive food 

does not always depend upon the amount of attractive food. 


